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-はじめに

現代社会において、レジャーやレクリーションに

ついての人々の関心が高まりを見せるにつれ、より

詳細なレクリエーシヨン研究への要奮が、政治、経

済、教育など多方面からょせられてきている.こう

した状況に対処するために、本学会は、研究会やシ

ンボジュームを開催してきた.

とくに、研究の領績を省定的に、原論、行動研究、

プログラム開発、政策研究、資源・計画諭とし、第

11回大会から専門分野別シンポジュームを開催して

きた.それは、次のようなテーマで行なわれ、レク

リヱーション研究の全体像を理解し今後の方向をさ

ぐるために、重要な役割をはたしてきた.

第11回大会 【資源・計画自食分野〕

『わが聞の野外レクリエーションの現状と課

題』
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見事nト 進士五十八、中間総一郎、有
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【プログラム開発分野】

『レクリエーシヨン・プログラムの開発』
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ねリZト 宮下経治、安原輝雄、鈴木秀

縫

第12回大会 【政策研究分野〕

fシニア・エイジのレクリエーション行政と

その展開』

子力事イト 金崎良三

ω'JU 浅田隆夫、秋吉嘉範、木下茂

徳、諌山秋利

第13回大会 【原諭分野3
『現代社会におけるレクリエーシヨン概念の

再検討~我国のレクリヱーション研究史から

の問いかけ-J
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本シンボジュームは、これら一連のシンポジzー

ムの一応の最終会として位置ずけられる.

とこi5で、行動研究の分野は、人間のレジャーや

レクリエーシヨン行動現象を解明していくことが、

中心テーマであろう.しかし、いざ、具体的にアプ

ローチずる段になると、どのような手順と方法で取

り〈むべきかがはっきりしない.

こうした現実を背景に、今回のシンポジュームの

テ・・マ 『余慣行動研究の動向と今後の方向~とく

に研究の方法論について-Jは、設定された.

.*シンボジュームのすすめ方

シンポジュームは、まず、 “レクリエーシヨン研

究の変遷の中での行動研究の位置づけと、量近の研

究の特徴"を概観〈西野〉したうえで、 “現在、余

慣行動研究が世界でどう行なわれているか.. (原因〉

ということの報告がら出発す'5.そして、次に、具

体的な研究事例として、 “レジャー行動の国際比絞"

〈山口〉と “地域社会におけるスポーツ行動研究"

〈川西〉を、研究方法を中心に報告する.

そして、それらの話題を基に余厳行動研究の今後

の方向を、とくに、研究の方法論に焦点をあてなが

ら討諭し、行動研究分野の方向づけのための、新た

な問題提起ができればと考える.

-レクリエーシヨン研究の変遷と行動研究

行動研究の動向と、今後の方向を考えるにあたっ

て、まず、レクリエーション研究がどのように展開

されてきたかを大まかにとらえておく必要がある.

図 1は、日本とアメリカのレクリヱーション研究

の展開と今後の方向についての概略 1)である.

レクリエーション行動の、実悠把握という“記述

的な段階"から、なぜ、そういう行動が行なわれる

のかという現象を“説明する段階"へと移行しつつ

あり、そのために、いわゆる “行動科学的なアプ

ローチ"が、一つの手法としてクローズアップされ

つつあるという論旨である.

とくに、レジャー・レクリエ四ションの行動科学

的アプローチは、 『レジャー・レクリエーシヨン行

動は、人間あっての現象で、ライフ・スタイルや性

格や価値意識の異なる人間が行なう行動を、研究対

象の中心に鋸えなければ説明できないことがらが多

76ー



日本とアメリカのレクリエーション研究の展開と今後の方向図-1 
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レタリエーシヨシ行動の

実態の把握と、それと人口

統計的変数や社会緩済的変

数との関係を明らかにしよ
うとする研究

〔度数やパーセント、平均

や分散、相関係数などによ
る検討〕

なぜ そういう行動

が行なわれているのか

など、 f見草を説明しよ

うとする研究
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[主成分分析、数量化

理論、重回帰分析など

を使つての倹詑〕
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親学問で晶る社会学や 視学問の方法をそっ 親学問組れがはむまっ 線学問IJ>O?*れ、独自の道を歩
7 経済学、地理学、教育学 くり借りて、 Lンャー た.ORRRCや CORDS な むための論議が盛ん。

メ の分野が、経済成長や家 lやレ 7')工ヨンの! とが実施古れた・
旗揚造などの研究の副産 研究を行った。 レシャー行動パヲーン レンヤーやレクリエーシヨ主の

カ
物としてしジャーや1-7 の発見や人口統計的変数 独自性は何か、また 研究の役割

リエーンヨンをあつかっ や社会経済的変数との関 や存在理由は伺かなとを模索、い

た. 係、旅設やプログラムに くつかの試みがなされている.

ついての研究が多変量解

析の手法を用いておこな

lわれた.

!記述的(¥Jhen?山口嗣re"?Hm.'? )I~巨E豆~c:二〉

てきた。

• Quantative Anal~sis (定量分析〉からQuali-
tative Anal~sis (定性分析〉をも併用すること
の重要性が指摘されている.

・基礎的研究と応用的研究をどう結びつけるかが

論議されている.

・レクリエーシヨン研究より、より広い概念のレ

ジャー研究へと 対象が鉱大している.

など.

専門分野別シンボジ1)、 2)西野『第13回大会
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-最近の研究で話題になっていることがら

とζ ろで最近の研究で話題になっていることがら

はどんなことであろうか。簡単にまとめておこう。

・コンビューター・プログラムを利用しての研究

が多い。

・社会心理学的方法が多く行なわれている.

・地理学・文化人類学などからのアプローチもで

できている.

・世界的規模での研究が進められている.とくに

アジアや中南米への関心が高い.

・レクリエーシヨン・ビジネスに関する研究がで

いA2)という考えにたつものである.




